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衆
議
院
議
員
早
稲
田
夕
季
君
提
出
外
来
生
物
法
の
改
正
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
早
稲
田
夕
季
君
提
出
外
来
生
物
法
の
改
正
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
附
帯
決
議
（
以
下
「
附
帯
決
議
」
と
い
う
。
）
第
一
項
に
つ
い
て
は
、
分
類
群
ご
と
に
設
け
た
専
門
家
会
合
に

お
け
る
有
識
者
の
科
学
的
知
見
を
踏
ま
え
て
、
特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
平

成
十
六
年
法
律
第
七
十
八
号
。
以
下
「
外
来
生
物
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
外
来
生
物
を
順
次
指

定
し
て
お
り
、
特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二

十
五
年
法
律
第
三
十
八
号
。
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
後
、
現
在
ま
で
に
四
十
八
種
類
を
指
定
し
て
い
る
。
ま

た
、
特
定
外
来
生
物
の
防
除
に
つ
い
て
も
、
外
来
生
物
法
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
主
務
大
臣
等
に
よ
る
防
除
の

た
め
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
公
示
を
行
っ
た
件
数
が
三
十
五
件
、
外
来
生
物
法
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に

基
づ
く
地
方
公
共
団
体
等
に
よ
る
防
除
に
関
す
る
主
務
大
臣
の
確
認
及
び
認
定
の
件
数
が
三
百
十
六
件
と
な
っ
て
お
り
、
国

と
し
て
の
優
先
度
や
地
域
の
実
態
に
応
じ
、
地
方
公
共
団
体
等
と
も
連
携
し
て
各
種
取
組
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 
 

附
帯
決
議
第
二
項
に
つ
い
て
は
、
改
正
法
の
施
行
後
、
外
来
生
物
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
「
交
雑
す
る
こ
と
に
よ

り
生
じ
た
生
物
」
（
以
下
「
交
雑
種
」
と
い
う
。
）
に
該
当
す
る
生
物
の
う
ち
、
八
種
類
を
、
同
項
に
規
定
す
る
特
定
外
来



 

２ 

 

生
物
に
指
定
し
、
必
要
に
応
じ
地
方
公
共
団
体
等
と
連
携
し
て
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
例
え
ば
、
和
歌
山
県
の
タ
イ
ワ

ン
ザ
ル
と
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
交
雑
種
に
つ
い
て
は
、
国
が
県
を
支
援
し
、
平
成
二
十
九
年
十
二
月
に
根
絶
が
宣
言
さ
れ
る
な
ど
、

一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 
 

附
帯
決
議
第
三
項
に
つ
い
て
は
、
改
正
法
の
施
行
後
、
外
来
生
物
法
第
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
放
出
等
の
許

可
の
申
請
は
な
い
。 

 
 

附
帯
決
議
第
四
項
に
つ
い
て
は
、
外
来
生
物
法
の
実
施
に
係
る
定
員
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
五
年
度
は
十
八
人
で
あ
っ
た

が
、
令
和
元
年
度
は
十
九
人
に
増
員
し
て
お
り
、
ま
た
、
予
算
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
五
年
度
は
四
億
七
千
九
百
九
万
五
千

円
で
あ
っ
た
が
、
令
和
元
年
度
は
八
億
八
百
四
十
八
万
六
千
円
に
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
非
意
図
的
に
導
入
さ
れ
る
特
定

外
来
生
物
の
う
ち
、
特
に
ヒ
ア
リ
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
九
年
六
月
に
国
内
に
お
い
て
初
め
て
確
認
さ
れ
た
こ
と
を
受
け

て
同
年
七
月
二
十
日
に
関
係
閣
僚
会
議
を
開
き
、
関
係
府
省
が
連
携
し
て
防
除
等
を
行
っ
て
い
る
。 

 
 

附
帯
決
議
第
五
項
に
つ
い
て
は
、
国
内
由
来
の
外
来
種
に
つ
い
て
、
外
来
生
物
法
に
法
的
位
置
付
け
は
な
い
が
、
そ
の
影

響
に
鑑
み
、
科
学
的
知
見
に
基
づ
き
「
生
態
系
被
害
防
止
外
来
種
リ
ス
ト
」
（
以
下
「
リ
ス
ト
」
と
い
う
。
）
に
掲
載
し
て
、

対
応
の
必
要
性
を
呼
び
掛
け
て
い
る
ほ
か
、
リ
ス
ト
に
お
い
て
国
内
由
来
の
外
来
種
と
し
て
掲
載
し
て
い
る
白
山
等
の
高
山



 

３ 

 

帯
の
コ
マ
ク
サ
に
つ
い
て
各
地
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
分
析
の
結
果
や
防
除
の
方
法
を
公
表
し
、
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
ま
た
、
白
山
等
の
高
山
帯
の
コ
マ
ク
サ
や
同
じ
く
リ
ス
ト
に
お
い
て
国
内
由
来
の
外
来
種
と
し
て
掲
載
し
て
い
る
小
笠

原
諸
島
等
の
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
マ
ツ
等
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
等
の
防
除
を
支
援
す
る
た
め
、
技
術
的
助
言
を
す
る
と

と
も
に
、
連
携
し
て
防
除
に
取
り
組
ん
で
い
る
。 

 
 

附
帯
決
議
第
六
項
に
つ
い
て
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
お
い
て
、
沿
岸
域
植
生
等
の
自
然
環
境
の
変
化
に
つ
い
て

の
調
査
や
外
来
種
防
除
事
業
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
地
方
公
共
団
体
等
が
実
施
す
る
在
来
植
生
回
復
の
た
め
の
外
来
植
物

防
除
等
の
取
組
に
つ
い
て
、
生
物
多
様
性
保
全
推
進
交
付
金
に
よ
る
支
援
等
を
行
っ
て
い
る
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
外
来
種
被
害
防
止
行
動
計
画
」
（
平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
六
日
環
境
省
・
農
林
水
産
省
・
国
土
交
通
省
策

定
。
以
下
「
行
動
計
画
」
と
い
う
。
）
の
「
効
果
」
に
つ
い
て
は
、
行
動
計
画
に
お
い
て
目
標
の
進
捗
状
況
の
把
握
等
を
平

成
二
十
九
年
度
を
目
途
に
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
平
成
二
十
九
年
六
月
に
ヒ
ア
リ
が
国
内
で
初
め
て
確
認
さ
れ
、
ヒ
ア

リ
の
防
除
等
緊
急
に
対
応
す
べ
き
事
案
が
多
く
生
じ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
行
動
計
画
に
関
す
る
目
標
の
進
捗
状
況
の
把
握
や

点
検
、
見
直
し
等
に
つ
い
て
は
、
現
在
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 



 

４ 

 

三
に
つ
い
て 

 
 

環
境
省
、
農
林
水
産
省
及
び
国
土
交
通
省
の
役
割
分
担
と
連
携
に
つ
い
て
は
、
行
動
計
画
に
記
載
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
関
係
部
局
へ
の
周
知
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
行
動
計
画
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
配
布
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

行
動
計
画
の
進
捗
に
つ
い
て
は
、
「
環
境
白
書
／
循
環
型
社
会
白
書
／
生
物
多
様
性
白
書
（
令
和
元
年
版
）
」
（
令
和
元

年
六
月
環
境
省
編
集
。
以
下
「
環
境
白
書
」
と
い
う
。
）
に
は
記
載
し
て
い
な
い
が
、
外
来
種
対
策
全
体
の
進
捗
に
つ
い
て
、

環
境
白
書
第
二
部
第
二
章
第
五
節
三
に
お
い
て
記
載
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
「
外
来
種
被
害
防
止
行
動
計
画
を

実
効
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
に
、
こ
れ
を
外
来
生
物
法
に
位
置
付
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
」
と
の
お
尋
ね
の
意
味
す
る
と
こ

ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
行
動
計
画
は
、
「
生
物
多
様
性
国
家
戦
略
二
〇
一
二
―
二
〇
二
〇
」
（
平
成
二
十
四

年
九
月
二
十
八
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
、
平
成
二
十
二
年
に
開
催
さ
れ
た
生
物
多
様
性
条
約
第
十
回
締
約
国
会
議
に
お
い

て
採
択
さ
れ
た
生
物
多
様
性
に
関
す
る
世
界
目
標
で
あ
る
愛
知
目
標
の
達
成
に
向
け
た
我
が
国
の
国
別
目
標
の
主
要
行
動
目

標
の
一
つ
と
し
て
策
定
が
位
置
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
は
、
外
来
生
物
法
第
四
条
の
規
定
に
基
づ
く
規
制



 

５ 

 

等
と
、
国
内
由
来
の
外
来
種
を
含
む
外
来
種
に
よ
る
生
態
系
等
へ
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
の
考
え
方
等
を
示
す
行
動
計
画

を
踏
ま
え
た
取
組
に
よ
り
、
外
来
種
対
策
を
着
実
に
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
。 

五
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
等
が
外
来
生
物
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
確
認
又
は
同
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
く
認
定
を
受
け
る
た
め
、
特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平

成
十
七
年
農
林
水
産
省
・
環
境
省
令
第
二
号
）
第
二
十
三
条
第
二
項
又
は
第
二
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
主
務
大
臣

に
提
出
す
る
申
請
書
に
添
付
す
る
防
除
実
施
計
画
書
に
お
い
て
、
特
定
外
来
生
物
被
害
防
止
基
本
方
針
（
平
成
二
十
六
年
農

林
水
産
省
・
環
境
省
告
示
第
一
号
）
第
四
の
二
（
二
）
に
よ
り
、
防
除
の
目
標
、
区
域
、
期
間
、
方
法
等
を
、
防
除
の
主
体

ご
と
及
び
地
域
ご
と
に
具
体
的
に
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
政
府
と
し
て
現
時
点
に
お
い
て
、
御
指
摘
の
よ
う
な
外
来

生
物
法
の
改
正
が
必
要
と
は
考
え
て
い
な
い
。 

六
に
つ
い
て 

 
 

特
定
外
来
生
物
に
指
定
さ
れ
て
い
な
い
外
来
生
物
に
つ
い
て
は
、
各
地
方
公
共
団
体
等
が
自
主
的
な
取
組
を
進
め
て
い
る

場
合
に
は
、
環
境
省
に
お
い
て
必
要
に
応
じ
て
技
術
的
な
助
言
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
時
点
に
お
い
て
、
御
指



 

６ 

 

摘
の
よ
う
な
「
法
定
化
」
を
行
う
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。 

七
に
つ
い
て 

 
 

「
外
来
生
物
」
の
「
死
ん
だ
個
体
の
運
搬
な
ど
が
安
易
に
行
わ
れ
、
十
分
な
感
染
防
止
対
策
が
行
わ
れ
て
い
な
い
実
態
が

あ
る
」
と
の
御
指
摘
に
つ
い
て
は
、
そ
の
事
実
関
係
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
な
い
が
、
人
畜
共
通
感
染
症
の
予
防
に
関
し

て
は
、
そ
の
対
象
生
物
が
在
来
種
で
あ
る
か
外
来
種
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る

医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
に
基
づ
き
適
切
な
対
応
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。 

八
に
つ
い
て 

 
 

国
内
由
来
の
外
来
種
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
改
正
法
附
則
第
五
条
に
基
づ
き
外
来
生
物
法
の
施
行
の
状
況
に
つ
い
て
検

討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
じ
て
ま
い
り
た
い
。 


